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新型コロナウイルスと輸血に関する現時点での知見
及び日本赤十字社の安全対策について

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の感染はパンデミック（世界的大流行）の
段階にあります。ここでは、現時点での本ウイルスと輸血との関連についての知
見、及びそれに対する日本赤十字社の安全対策をまとめました。
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献血血液のスクリーニング検査について

歴史上、同じコロナウイルス感染症である SARSやMERS、またH1N1インフルエ
ンザのような、呼吸器に感染するウイルスが輸血により感染が伝播した例は世界で一
例も報告されておらず１）、今般の新型コロナウイルスのパンデミックにおいても、
輸血による感染を疑った報告はまだありません。
末梢血液中の新型コロナウイルスについては、新型コロナウイルス感染と診断され

た症状のある患者の15~40％において、血中からウイルスが検出されたとされる論文
があります2, 3）。
献血者における調査では、武漢の血液センターにおいて2020年1月25日から導入

されたプールNATによる全数調査及び後方視的調査による個別NATにより、4名の献
血者の末梢血からウイルスが検出されています4）。これらの血液から製造された血液
製剤はすべて回収されており、患者には使用されていません。また、検出されたウイ
ルスはいずれも極めて低濃度であり、それらが感染性を有しているかどうかは分かっ
ていません。著者らは、1月下旬以降新型コロナウイルスは献血血液からは検出され
ておらず、中国政府による厳しい安全対策と献血者の注意深い検診により、ウイルス
血症を示す献血は排除することができたと述べています。

現時点では、このウイルスが輸血によって患者の末梢血に入ることにより、重大な
健康被害を起こすとの知見は得られておらず、WHOもあくまでも理論的可能性とと
らえています１）。諸外国でも中国の湖北省を除き、献血血液の新型コロナウイル
ス・スクリーニング検査は実施されていません。日本赤十字社におきましても、献血
血液の新型コロナウイルス・スクリーニング検査の導入は現在予定しておりません。

輸血による新型コロナウイルス感染の可能性について
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１．献血会場来場者への献血をご辞退いただく条件の周知及び問診

（ア）～（オ）のいずれかに該当する方の献血会場への入場を制限するため、
献血会場入口にポスターを掲示し、日本赤十字社ウェブサイト(http://www.jrc.or.jp/)

での広報をしております。また、問診時にも該当項目を確認しております。

（ア）海外から帰国して４週間以内の方
（イ）発熱や咳、呼吸困難など呼吸器症状等のある方
（ウ）味覚、嗅覚に違和感を自覚した方
（エ）新型コロナウイルス感染症（または感染疑い）と診断された方と、

4週間以内に濃厚な接触※のあった方。
（オ）新型コロナウイルス感染症（または疑い）と診断された方

２．献血会場来場者への体温測定の実施

３．献血後の対応について

献血者に対し追加の配布物をお渡しし、献血後４週間以内に医療機関で新型コ
ロナウイルス感染症と診断または疑われた場合は、血液センターへの申告をお
願いしています。献血者から申告があり、その血液製剤が医療機関へ供給され
ていた場合は、医療機関に速やかに情報を提供します。また、その製剤が未使
用の場合は回収し、輸血に使用されないようにします。

来場者に対し、献血会場入口での体温測定を実施しております。

※「濃厚接触」とは、必要な感染予防策なしで手で触れること、または対面で会話
することが可能な距離（目安として2メートル）で接触した場合を指します。

なお、献血会場においてはウイルス感染予防対策として、来場者すべての方にマス
ク着用と会場入口及び受付に消毒液を備え手指消毒を徹底し、安全な献血会場の運営
に取り組んでいます。

日本赤十字社における新型コロナウイルスの安全対策について

日本赤十字社は、従前より献血者の本人確認や問診等による安全対策を行っておりま
すが、現在は以下の新型コロナウイルスに関する項目を増やし、対応しております。

日本赤十字社は新型コロナウイルスを含め、感染症に関する情報入手及び適切な情報
提供に努め、今後も輸血用血液製剤の安定供給及び安全性確保に努めてまいります。
医療関係者の皆さまにおかれましては、引き続き輸血用血液製剤の適正使用にご協力
くださいますよう、お願いいたします。
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